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自
分
ら
し
く
生
き
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
｜
｜
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
の
石
丸
達

也
さ
ん
と
伊
澤
穂
香
さ
ん
（
と
も
に
４
年
次
）

が
、
人
生
の
先
輩
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と

め
た
『
生
き
か
た
見
聞
録
』
を
発
行
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
社
会
人
16
人

に
、
人
生
の
岐
路
で
の
選
択
や
、
失
敗
か
ら
の

回
復
な
ど
を
率
直
に
尋
ね
た
。
２
人
は
「
社
会

に
出
る
こ
と
を
控
え
た
３
、
４
年
次
生
、
自
身

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
１
、
２
年
次

生
の
ど
ち
ら
に
も
役
立
つ
話
ば
か
り
。
ぜ
ひ
読

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　「
本
を
作
り
た
い
」
と
意
気
投
合
し
た
２
人

は
、「
は
く
め
い
は
く
ぼ
せ
い
」
と
い
う
ユ
ニ

ッ
ト
を
結
成
。
杉
田
こ
の
み
研
究
室
で
卒
業
演

習
と
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
ユ
ニ
ッ
ト
名

は
、
２
人
が
薄
明
（
明
け
方
）
と
薄
暮
（
夕

方
）
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
活

動
は
高
く
評
価
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
の
学
部
長
奨
励
賞
や
第
22
回
育
友
会
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
。

　
取
材
や
執
筆
を
共
同
で
行
い
、
石
丸
さ
ん
が

デ
ザ
イ
ン
と
編
集
、
伊
澤
さ
ん
が
イ
ラ
ス
ト
を

担
当
し
た
。
最
初
に
お
互
い
を
紹
介
す
る
記
事

な
ど
か
ら
な
る
冊
子『
薄
明
薄
暮
性
』
を
制
作
。

当
時
は
就
職
活
動
中
で
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

の
授
業
で
先
輩
の
成
功
体
験
を
聞
き
、
自
分
に

も
で
き
る
か
不
安
に
感
じ
た
」（
伊
澤
さ
ん
）
こ

と
か
ら
、
経
験
豊
か
な
社
会
人
の
話
を
聞
き
た

い
と
、『
生
き
か
た
見
聞
録
』
に
着
手
し
た
。

　
大
学
教
員
や
会
社
員
、
看
護
師
な
ど
年
齢
、

職
種
、
立
場
が
全
く
異
な
る
16
人
に
対
し
、
共

通
し
て
尋
ね
た
の
は
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
」に
つ
い
て
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
が
あ
り
、

読
者
の
人
生
の
参
考
に
な
る
話
が
必
ず
あ
る
。

全
員
に
共
通
す
る
の
は
、『
何
が
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
の
だ
か
ら
人
生
を
楽
し
も
う
』
と
い
う

姿
勢
。
私
自
身
、
人
生
の
先
達
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
、『
何
と
か
な
る
』
と
い
う
気
持
ち
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
石
丸
さ
ん
は
語
る
。

　
伊
澤
さ
ん
は
「
人
生
の
分
岐
点
で
縁
を
重
視

し
て
き
た
と
い
う
小
説
家
・
志
賀
泉
さ
ん
の
話

が
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
結
ん
だ
縁
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
完
成
し
た
本
は
、
昨
年
末
の
「
コ
ミ
ッ
ク
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
で
販
売
。
現
在
は
コ
ン
テ
ン
ツ
配

信
サ
イ
ト
『
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
』
で
公
開
中
。

 
https://note.com/hakekure

　
川
崎
市
民
や
市
内
で
活
動

し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た

公
募
展
「
第
55
回
か
わ
さ
き

市
美
術
展
」
の
写
真
部
門

で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
の
杉
田
こ
の
み
講
師
が
、

部
門
１
位
と
な
る
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、
杉
田
研

究
室
の
光
武
希
さ
ん
（
４
年

次
）
が
同
部
門
の
審
査
員
特

別
賞
に
選
ば
れ
た
。

 

杉
田
講
師
の
作
品
は
「
２

０
２
１
年
７
月
21
日
大
学
の

風
景
」
で
、
５
色
の
風
船
を

持
っ
た
５
人
の
学
生
を
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
・
食

堂
・
図
書
館
で
撮
影
し
た
。

写
真
部
門
の
応
募
作
品
59
点

の
１
位
に
選
出
さ
れ
た
。

　
光
武
さ
ん
の
受
賞
作
「
人

工
色
」
は
、
日
々
出
会
う
風

景
を
題
材
に
し
た
。「
毎
日

の
通
学
路
に
も
、
写
真
に
す

る
と
魅
力
的
な
景
色
は
山
ほ

ど
あ
る
。
寄
り
道
は
楽
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
人
間
科
学
部
社
会
学
科
の

代
表
論
文
発
表
会
が
１
月
31

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
度
の
卒
業
論
文

の
中
か
ら
、
４
年
次
生
３
人

が
発
表
し
、
後
輩
や
大
学
院

生
が
聴
講
。
総
勢
２
４
０
人

が
参
加
し
た
。

　
社
会
学
科
で
は
14
の
ゼ
ミ

ご
と
に
代
表
論
文
を
選
び
、

そ
の
中
か
ら
さ
ら
に
文
化

系
、
生
活
系
、
地
域
系
の
三

分
野
の
代
表
論
文
を
選
出
す

る
。
今
年
度
の
発
表
者
は
、

山
口
茜
さ
ん
（
金
井
雅
之
ゼ

ミ
）、横
江
明
日
香

さ
ん
（
馬
場
純
子

ゼ
ミ
）、馬
橋
萌
音

さ
ん
（
大
矢
根
淳

ゼ
ミ
）。

　
山
口
さ
ん
は
未

婚
・
晩
婚
と
い
っ

た
非
婚
化
現
象
の

原
因
に
つ
い
て
分

析
。「
結
婚
不
要
」

と
考
え
て
い
る
層

は
婚
姻
タ
イ
ミ
ン

グ
が
遅
れ
や
す
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

の
上
で
「
非
婚
化
は
悪
い
こ

と
で
は
な
い
。
時
代
に
応
じ

た
婚
姻
形
態
の
多
様
性
を
認

め
る
べ
き
だ
」
と
結
ん
だ
。

　
横
江
さ
ん
は
シ
ニ
ア
食
堂

を
通
し
て
、
人
々
が
共
に
食

べ
る
こ
と
の
意
義
を
追
究
。

馬
橋
さ
ん
は
沖
縄
県
の
離
島

で
活
動
す
る
男
性
に
聞
き
取

り
調
査
し
、
地
域
社
会
の
リ

ー
ダ
ー
に
つ
い
て
考
察
し
た

写
真
。

　
報
告
後
は
大
学
院
生
が
各

論
文
に
講
評
を
行
っ
た
。

　
経
営
学
部
・
山
内
昌
斗
ゼ

ミ
３
年
次
生
の
２
チ
ー
ム
が

「
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」（
一
般
財
団
法

人
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

主
催
）
で
ア
イ
デ
ア
賞
と
努

力
賞
を
受
賞
し
た
。

　
２
０
０
件
を
超
え
る
応
募

の
中
か
ら
ア
イ
デ
ア
賞
に
選

ば
れ
た
の
は
、
小
林
昂
生
さ

ん
、
松
本
真
武
さ
ん
、
山
口

人
生
の
先
輩
16
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

『
生
き
か
た
見
聞
録
』
発
行

出
版
し
た
本
を
手
に
笑
顔
の
石
丸
さ
ん（
右
）と
伊
澤

さ
ん
。
背
後
は
本
に
掲
載
さ
れ
た
伊
澤
さ
ん
の
作
品

杉田講師の作品（３枚組みの１枚）

光
武
さ
ん
と
受
賞
作
の「
人
工
色
」

杉田講師が優秀賞
審査員特別賞に光武さん

第55回かわさき市美術展

人間科学部社会学科

代表３人が卒論発表

峻
さ
ん
の
チ
ー
ム
。
地
域
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
月
額
５
０
０
円
か

ら
応
援
で
き
る
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
を
考
案

し
た
。
小
林
さ
ん
は
「
個
人

が
手
軽
に
、
か
つ
継
続
的
に

お
金
を
支
払
う
サ
ブ
ス
ク
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
息
の
長

い
支
援
の
仕
組
み
を
目
指
し

た
」
と
話
し
た
。

　
３
人
は
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

募
後
も
、
子
ど
も
食
堂
の
運

営
団
体
の
協
力
を
得
て
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
な

ど
、
よ
り
実
践
的
な
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　
努
力
賞
を
受
賞
し
た
伊
藤

花
奈
さ
ん
、
ア
コ
ウ
ア
・
ニ

モ
・
英
美
さ
ん
、
清
野
真
貴

さ
ん
、
高
橋
葵
凜
さ
ん
、
遠

井
海
希
さ
ん
、
平
野
樹
香
さ

ん
の
６
人
は
、
ふ
た
を
開
け

る
と
中
身
が
飛
び
出
す
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
式
の
「
の
ど
飴
ケ

ー
ス
」
を
開
発
・
販
売
す
る

プ
ラ
ン
を
提
案
。「
感
染
リ

ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
口
元

に
手
を
近
づ
け
ず
に
飴
を
口

に
し
た
い
」（
伊
藤
さ
ん
）

と
の
着
想
か
ら
プ
ラ
ン
を
練

っ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
長
賞

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
の
学
部

長
賞
・
学
部
長
奨
励
賞
に
４
組
が
選

ば
れ
た
。
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
学
年
）

★
学
部
長
賞
　【
第
55
回
か
わ
さ
き

市
美
術
展
（
写
真
部
門
）
審
査
員
特

別
賞
】
光
武
希
（
４
）【
第
４
回
新

人
フ
リ
ー
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
　
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
】
太
田
隆

博
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

武
永
理
央
、
青

島
悠
人
、
泉
慶
紀
、
加
藤
舞
美
、
北

村
興
太
郎
、
北
村
雄
哉
、
鈴
木
利

奈
、
中
川
明
俊
、
中
村
勇
気
（
以
上

３
）

★
学
部
長
奨
励
賞
　【
育
友
会
奨
励

賞
】
石
丸
達
也
、
伊
澤
穂
香
（
以
上

４
）【
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試

験
合
格
】
板
井
陽
斗
（
４
）

商
学
部
長
賞

　
学
内
外
で
活
躍
し
た
学
生
を
顕
彰

す
る
商
学
部
長
賞
の
表
彰
式
が
２
月

７
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
学
年
）

【
公
認
会
計
士
試
験
合
格
】
中
川
玲

菜
（
４
）
金
澤
諒
太
郎
（
４
）
冨
士

優
蔵
（
３
）
久
保
真
大
（
３
）
井
出

千
尋
（
３
）
古
川
信
之
介
（
３
）

【
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
鳳
賞
】
菅
原
祐
嗣
、
渡
辺
春

人
、
齋
藤
由
莉
（
以
上
３
）【
神
奈

川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
最

優
秀
賞
】
石
川
和
男
ゼ
ミ

森
長
丈

登
、
加
藤
志
織
、
岩
瀬
晃
一
、
中
嶋

茜
▽
成
岡
浩
一
ゼ
ミ

田
中
康
太

郎
、
杉
浦
祐
介
、
三
沢
大
海
、
宮
本

祥
吾
、
久
保
田
常
光
、
山
岸
亮
（
以

上
３
）【
専
修
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
１
学
長

賞
】
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
　
池
部

亮
ゼ
ミ

副
田
宇
蘭
、
本
多
恒
貴
、

岡
田
健
吾
、
猪
俣
雄
星
、
齋
藤
由
莉

（
以
上
３
）
▽
ア
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
　
神
原
理
ゼ
ミ

浄
永
恵
利

那
、
一
ノ
瀬
さ
ら
ら
（
以
上
４
）
竹

田
有
希
、
山
根
梨
左
、
板
井
梨
紗
、

立
古
沙
弥
香
、
中
西
み
く
、
中
橋
勇

進
（
以
上
３
）【
大
学
生
Ｃ
Ｓ
Ｖ
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
　
メ

ン
バ
ー
ズ
賞
】
石
川
ゼ
ミ

本
多
雛

乃
、
岩
瀬
晃
一
、
中
島
春
花
、
宮
岡

健
太
（
以
上
３
）【
学
生
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
研
究
会
最
優
秀
賞
】
石
川
ゼ

ミ

原
颯
太
朗
、
杉
本
悠
太
朗
、
永

井
悠
太
郎
、
岩
瀬
晃
一
、
宮
岡
健
太

（
以
上
３
）【
相
撲
部
】
福
田
翔
也

（
３
）

石
丸
さ
ん
と
伊
澤
さ
ん（
ネ
ッ
ト
情
報
４
）の
ユ
ニ
ッ
ト「
は
く
め
い
は
く
ぼ
せ
い
」

ネ
ッ
ト
情
報

「
応
用
演
習
」

制
作
物
を
発
表

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
２
年
次
後
期
選
択
必
修
科

目
「
応
用
演
習
（
メ
デ
ィ
ア

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」

で
は
、
川
崎
市
内
の
九
つ
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
と

連
携
し
、
各
団
体
の
広
報
に

資
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
制
作

（
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｐ

Ｒ
映
像
）
に
取
り
組
ん
だ
。

半
年
間
の
活
動
の
成
果
を
報

告
す
る
発
表
会
が
１
月
20

日
、
全
団
体
が
参
加
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

　
永
井
莉
佳
さ
ん
を
リ
ー
ダ

ー
と
す
る
チ
ー
ム
は
、
16
ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
映
画
の
出
前
上

映
を
行
う
団
体
を
担
当
し

た
。
団
体
か
ら
提
案
さ
れ
た

「
レ
ト
ロ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
全
体
に
統
一
感
を
持
た

せ
る
こ
と
を
意
識
。「
自
分

の
作
品
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
課
題
や
要
望
に
応

え
る
活
動
で
、
自
分
た
ち
の

力
が
試
さ
れ
た
。
完
成
度
を

上
げ
て
い
く
過
程
で
、
技
術

が
向
上
し
、
成
長
で
き
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

　
発
表
会
後
に
は
、
前
期
の

「
映
像
演
習
基
礎
」で
作
成
し

た
Ｃ
Ｍ
映
像
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
古
屋
柚
月
さ
ん
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
「
し
っ

か
り
感
染
対
策
し
よ
う
！
」

が
、最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
藤
原
正
仁
准
教
授
は
「
応

用
演
習
を
通
し
て
、
学
生
た

ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
や
地
域
の
課
題
に

改
め
て
気
付
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
」
と
総
評
し
た
。

学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

経
営
・
山
内
ゼ
ミ

２
組
が
入
賞

冬
期
日
本
語
・

　
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム

折
り
紙
で
日
韓
交
流

　オンラインで日本語や日本文化について学ぶ「冬期日本語・日本事情プロ

グラム」が１、２月に実施された。本学の国際交流協定校である韓国の慶煕

大学と檀国大学から14人が参加。個々のレベルに応じた日本語講座のほか、

日本文化体験では、専大生と一緒に折り紙を楽しんだ＝写真。

６
人
に
学
位

博
士
後
期
課
程

　
２
０
２
１
年
度
博
士
後
期

課
程
を
修
了
し
た
６
人
に
博

士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。

　
氏
名
と
専
攻
、
指
導
教
授

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

▽
鈴
木
由
秀
（
経
営
学
研
究

科
経
営
学
専
攻
・
蔡

錫
）

※
特
例
措
置（
９
月
修
了
者
）

▽
川
津
大
樹
（
商
学
研
究
科

会
計
学
専
攻
・
椛
田
龍
三
）

▽
車
花
子
（
文
学
研
究
科
日

本
語
日
本
文
学
専
攻
・
高
橋

龍
夫
）

▽
岩
澤
龍
彦
（
文
学
研
究
科

哲
学
専
攻
・
伊
藤
博
明
）

▽
イ
・
ド
ン
ギ
ュ
（
文
学
研

究
科
歴
史
学
専
攻
・
土
生
田

純
之
）

▽
鈴
木
比
奈
子
（
文
学
研
究

科
地
理
学
専
攻
・
熊
木
洋
太
）




